




　上司との定期面談を通してキャリアシートを用いたプラン作成、プランに基づく研修機会の提供、さ

らには社内キャリアカウンセラーによる相談などを通じて、社員が自らのキャリアを考える機会をつく

ることにより、社員の主体的なキャリア形成意識を醸成することに繋がっています。この効果として、

2015年度の実績は2013年度と比較して、キャリアマッチング制度の応募者数が約130％増、キャリ

アカウンセラーへの相談件数が約165％増となっており、意識が醸成されつつあります。

専門分野ごとに「技術人材育成委員会」を設置し、
新入社員からリーダーに至るまで階層に応じた
育成体系の構築、研修等を実施

柔軟なキャリアチェンジの機会、幅広い知見を持った人材育成支援体制の
整備による主体的なキャリア形成意識の醸成

今後の課題と展望

　イノベーションを創出するための育成支援として、「技術人材育成委員会」を設置して

います。委員会は電気、ソフト、光学、機械、材料の5つの専門分野で設置し、それぞれの

分野において、長期的な視野に立って、次世代を担う人材を育成しています。

　具体的には、委員会において、各分野における育成方針、育成施策、育成体系を策定するとともに、研修カリ

キュラム、スキルアセスメントの策定を行っています。研修は、各分野で新入社員から技術者リーダーに至るまで

の成長モデルの設定に合わせて構築し、実施しています。

　2015年度は各分野で合計183講座の研修を開催し、3,000人以上の技術者が受講しました。さらにグルー

プ会社の社員の受講も受け入れ、キヤノングループ全体で技術人材育成に力を入れています。

具体的な取組③

社員の声

　社員のキャリア形成支援は、「職場」・「研修」・「人事制度」 の三つの軸から取り組

んでいます。これらが社員の意識の中で関係性をもって認識されることが重要と考

えています。

　2016年から研修と社内公募制度を組み合わせた研修型キャリアマッチング制度

をスタートしましたが、これは社員の挑戦意欲を後押しすると共に、部下のキャリア

形成に上司が真剣に向き合う姿勢を醸成することも狙いとしています。その姿勢が

おろそかになると部門の人材流出につながるからです。研修と社内公募制度が結び

ついたことにより、人材流出のエネルギーは高まってくるはずです。こうしたポジティ

ブな上司、部下の緊張関係の醸成が、変化の激しい経営環境に会社が適応していく

うえで重要だと考えています。

　今後も職場への働きかけを人事制度、研修の両面から推進していくと共に、親身

に社員に寄り添う相談体制を築いていきます。　

効果❶

研修型キャリアマッチング制度を活用し、良い

機会を与えてもらった。自分の新たな可能性も

広がり、自己啓発にも率先して取り組むことが

できた。今後も専門的スキルを身につけていき

たい。　

（設計部/男性/20代）

今後のキャリアについて１年間考えていた。自

分が何をしたいのか？カウンセリングを通じて、

方向性が明確になった。キャリアマッチング制

度を利用しチャンスが広がった。

（開発企画部/男性/30代）

定期的な視点で主体的なキャリア形成意識を醸成

　経営環境の変化に対応した社員の「学び直し」の機会を提供したことで、社員一人ひとりの「変身」

を期待しています。今回、キャリアチェンジを実現した社員からの声として「研修により意欲、能力両面

で自信がついた。」、「早く新たな職場で貢献したい」など、制度・意識・意欲・能力面等で、ポジティブな

意見が多数寄せられています。このように会社が制度として社員の「変身」を支援することを通じて、活

力ある組織づくりにつながっていくと考えています。

効果❷

「学び直し」の機会提供で専門領域を超えたキャリアチェンジを実現

　技術人材育成委員会は、各本部、事業部から推薦された人材で構成され、人材開発部門内だけにと

どまらない幅広い知見を結集することができました。さらに講師陣の編成の支援や共通の「技術人材

育成システム」の構築により、技術者の成長モデルの設定と研修体系の確立を築くことができました。

効果❸

イノベーションを創出する人材育成支援体制を構築

取組の効果
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　キャリアに関する世の中の動きが会社主導から個人主導へと移行期を迎え、社員が主体的にキャリアを考えてい

く施策が課題認識としてありました。導入にあたっては主体性の尊重を第一に“指導”ではなく“支援”を軸とすべく

相談員の育成に注力しました。

キャリア形成支援の取組をはじめたきっかけ
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